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一
、
河
合
曽
良
お
く
の
ほ
そ
道
旅
行
　
随
伴
記
録
の
名
称

　

松
尾
芭
蕉
の
お
く
の
ほ
そ
道
旅
行
に
随
伴
し
た
河
合
曽
良
は
、
元

禄
二
年
（
１
６
８
９
）
三
月
二
十
日
、
江
戸
深
川
出
船
か
ら
八
月
五

日
加
賀
国
山や
ま
な
か中

で
芭
蕉
と
別
れ
る
ま
で
の
行
程
と
、
八
月
六
日
か
ら

単
独
行
動
に
な
っ
た
加
賀
国
全
昌
寺
か
ら
、
八
月
十
四
日
美
濃
国
大

垣
着
ま
で
の
行
程
、
更
に
伊
勢
国
長
島
に
行
き
、
再
度
大
垣
に
戻
っ

て
九
月
六
日
芭
蕉
と
共
に
大
垣
を
出
船
す
る
全
行
程
を
記
録
に
認し
た
た

め

た
。
そ
れ
に
は
見
学
・
参
詣
・
句
会
・
宿
泊
地
・
立
ち
寄
り
箇
所
・

関
係
人
物
か
ら
日
日
の
天
気
状
況
に
至
る
ま
で
、
一
日
と
欠
か
す
事

な
く
、
全
て
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
こ
の
記
録
書
に
は
特
定
の
名
称
が
付
け
ら
れ
る
事
が
な

く
、
長
い
間
無
題
で
あ
っ
た
。
そ
の
為
後
に
研
究
者
・
注
釈
者
達
に

よ
っ
て
種
々
の
名
称
が
付
け
ら
れ
た
が
、
最
も
一
般
的
な
名
称
と
し

て
曽
良
随
行
日
記
が
付
け
ら
れ
、
本
稿
に
お
い
て
も
そ
の
名
称
を
使

用
す
る
事
に
す
る
。

二
、
お
く
の
ほ
そ
道
収
録
の
松
尾
芭
蕉
詠
句
数

　

お
く
の
ほ
そ
道
に
収
録
さ
れ
て
い
る
お
く
の
ほ
そ
道
旅
行
中
の
各

人
の
詠
句
数
は
、
左
表
の
如
く
で
あ
る
。
松
尾
芭
蕉
の
詠
句
数
は

五
十
一
句
で
あ
る
。

　

し
か
し
お
く
の
ほ
そ
道
旅
行
中
に
お
け
る

芭
蕉
の
詠
句
数
は
、
こ
の
五
十
一
句
だ
け
で

は
な
い
。
お
く
の
ほ
そ
道
旅
行
中
、
松
尾
芭

蕉
は
一
〇
四
句
詠
ん
で
い
る
。
そ
の
中
の

五
十
一
句
を
、
お
く
の
ほ
そ
道
収
録
句
と
し
て
い
る
。
他
の
五
十
三

句
は
、
泊
船
集
や
真
蹟
壊
紙
等
に
収
録
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
合
計

恒

松
　

侃

曽
良
随
行
日
記
か
ら
眺
め
る
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六
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数
が
お
く
の
ほ
そ
道
旅
行
中
の
松
尾
芭
蕉
の
詠
句
数
で
あ
る
。
更
に

曽
良
随
行
日
記
に
は
、
芭
蕉
の
詠
句
八
十
六
句
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
八
十
六
句
の
う
ち
四
十
五
句
が
、
前
掲
の
一
〇
四
句
と
重

複
し
て
い
る
。
こ
の
四
十
五
句
を
差
し
引
い
た
四
十
一
句
が
、
曽
良

随
行
日
記
単
独
の
松
尾
芭
蕉
詠
句
に
な
り
、
こ
の
四
十
一
句
と
前
掲

の
一
〇
四
句
を
加
え
た
一
四
五
句
が
、
最
終
的
な
お
く
の
ほ
そ
道
旅

行
中
の
松
尾
芭
蕉
の
詠
句
数
に
な
る
。
従
っ
て
お
く
の
ほ
そ
道
旅
行

中
の
松
尾
芭
蕉
詠
句
数
は
、
お
く
の
ほ
そ
道
収
録
句
よ
り
も
九
十
四

句
多
い
事
に
な
り
、
言
い
換
え
れ
ば
松
尾
芭
蕉
は
お
く
の
ほ
そ
道

執
筆
に
当
た
っ
て
、
旅
行
中
の
詠
句
九
十
四
句
を
除
去
し
た
事
に
な

る
。
何
故
に
こ
の
よ
う
な
現
象
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
除
去
句

九
十
四
句
の
全
て
が
そ
う
だ
と
は
言
い
切
れ
な
い
が
、
例
え
ば
松
島

見
物
の
場
合
、
芭
蕉
は
曽
良
に
は
「
松
島
や
鶴
に
身
を
か
れ
郭
公
」

と
詠
ま
せ
て
い
な
が
ら
、「
予
は
口
を
と
ぢ
て
眠
ら
ん
と
し
て
」
と

言
っ
て
句
作
を
諦
め
て
い
る
。
か
と
言
っ
て
眠
る
事
も
出
来
ず
、
そ

う
か
と
言
っ
て
句
作
も
出
来
な
い
程
、
芭
蕉
は
松
島
の
美
観
に
心
を

奪
わ
れ
て
、
そ
の
情
景
の
素
晴
し
さ
を
強
調
し
て
い
る
が
、
実
際
に

は
芭
蕉
は「
嶋
〴
〵
や
千
々
に
く
だ
き
て
夏
の
海
」（
蕉
翁
全
伝
付
録
）

と
、
松
島
湾
の
様
々
な
形
を
し
た
島
々
が
湾
内
に
散
在
し
て
い
る
情

景
を
詠
じ
て
い
る
。
こ
の
句
が
お
く
の
ほ
そ
道
に
収
録
さ
れ
な
か
っ

た
理
由
に
つ
い
て
、
新
編
小
学
館
日
本
古
典
文
学
全
集
で
は
、「
こ

の
句
の
情
景
は
松
島
湾
紹
介
の
文
章
中
に
描
写
さ
れ
て
い
る
の
で
、

自
然
と
こ
の
句
を
入
れ
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
。」
と
説
明
し
て
い

る
。
後
に
こ
の
お
く
の
ほ
そ
道
旅
行
で
、
芭
蕉
は
象
潟
を
訪
れ
、
こ

こ
で
は
芭
蕉
は
二
句
も
詠
み
、
曽
良
も
二
句
、
更
に
美
濃
国
の
商
人

低
耳
も
一
句
詠
ん
で
、
全
て
お
く
の
ほ
そ
道
に
収
録
し
て
い
る
が
、

松
島
の
情
景
は
散
文
で
、
象
潟
の
情
景
は
韻
文
で
も
っ
て
両
者
を
対

比
さ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
技
法
で
情
景
美
を
対
比
さ
せ
て
、
両

者
の
紹
介
を
行
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
松
島
の
こ
の
風
光
明

媚
な
情
景
を
、芭
蕉
が
ど
の
よ
う
に
句
に
詠
む
で
あ
ろ
う
か
と
、人
々

の
期
待
を
裏
切
ら
せ
る
事
に
よ
っ
て
、
人
々
の
心
と
期
待
を
煽
り
、

更
に
情
景
美
を
連
想
さ
せ
て
、
却
っ
て
松
島
の
美
観
を
強
調
さ
せ
る

結
果
を
見
る
方
法
を
と
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
は
恰
も
百
人

一
首
の
絵
札
（
読
み
札
）
を
、
唯
一
小
野
小
町
だ
け
後
ろ
向
き
に
描

い
て
、
小
野
小
町
の
面お
も
て

を
連
想
さ
せ
る
方
法
に
類
似
し
て
い
な
い
だ

ろ
う
か
。
あ
の
方
法
で
も
っ
て
、
松
尾
芭
蕉
は
敢
え
て
お
く
の
ほ
そ

道
本
文
に
、松
島
で
の
詠
句
を
収
録
し
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

芭
蕉
自
身
、
芭
蕉
が
所
有
し
て
い
る
瀟
湘
八
景
や
西
湖
十
景
の
美
観

は
、
芭
蕉
が
連
想
す
る
事
に
よ
っ
て
得
た
美
観
で
あ
る
。
芭
蕉
は
そ

の
方
法
で
も
っ
て
発
句
の
連
想
の
中
に
、
松
島
の
美
観
を
連
想
展
開

さ
せ
、
読
者
に
松
島
の
美
を
与
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
、
お
く
の
ほ
そ
道
と
曽
良
随
行
日
記
と
の
対
比

　

河
合
曽
良
は
江
戸
深
川
出
立
か
ら
加
賀
国
山
中
に
至
る
ま
で
、
そ

し
て
単
独
旅
行
に
な
っ
た
山
中
か
ら
越
前
国
敦
賀
、
更
に
敦
賀
か
ら
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木
之
本
・
彦
根
・
関
ヶ
原
を
経
由
し
て
美
濃
国
大
垣
、
そ
し
て
伊
勢

国
長
島
、
再
び
大
垣
に
戻
っ
て
九
月
六
日
芭
蕉
と
共
に
伊
勢
に
向
か

う
ま
で
、
一
日
も
欠
か
す
事
な
く
、
特
記
す
べ
き
事
項
の
な
い
場
合

は
、
そ
の
日
の
天
候
状
態
の
み
日
記
に
留
め
て
い
た
。
そ
の
記
録
は

詳
細
に
、
几
帳
面
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
曽
良
随
行
日
記
と
、
お

く
の
ほ
そ
道
の
対
比
部
分
を
記
し
て
み
る
。

曽
良
随
行
日
記

月
日

日　

記　

内　

容

三
20
深
川
出
船
。
巳
ノ
下
尅
、
千
住
ニ
揚
ル
。

四
１
日
光
上
鉢
石
町
、
五
左
衛
門
ト
云
者
ノ
方
ニ
宿
。

16
図
書
弾
蔵
よ
り
馬
人
ニ
而
被
送
ル
。

七
12
申
ノ
中
尅
、
市
振
ニ
着
、
宿
。

13
市
振
立
。

27
山
中
ニ
申
ノ
下
尅
、
着
。
泉
屋
久
米
之
助
方
ニ
宿
ス
。

28
夕
方
、
薬
師
堂
其
外
町
辺
ヲ
見
ル
。

29
道
明
淵
、
予
、
不
往
。

30
道
明
が
淵
。

八
５
翁
・
北
枝
、
那
谷
ヘ
趣
。
艮
刻
、
立
。
大
正
侍
ニ
趣
。
全

昌
寺
ヘ
申
刻
着
、
宿
。

６
滞
留
。
菅
生
石
天
神
拝
。

７
全
昌
寺
ヲ
立
。
立
花
・
吉
崎
・
塩
越
・
北
潟
・
金
津
、
申

ノ
下
刻
、
森
岡
ニ
着
、
宿
。

８
森
岡
ヲ
日
ノ
出
ニ
立
テ
、
福
井
・
府
中
・
今
庄
ニ
着
、
宿
。

９
日
ノ
出
過
ニ
立
。
今
庄
ノ
宿
ハ
ヅ
レ
、
板
橋
ノ
ツ
メ
ヨ
リ

右
ヘ
切
テ
、
木
ノ
メ
峠
ニ
趣
、
谷
間
ニ
入
也
。
右
ハ
火
ウ

チ
ガ
城
、
十
丁
程
行
テ
、
左
リ
、
カ
ヘ
ル
山
有
。
下
ノ
村
、

カ
ヘ
ル
ト
云
。
未
ノ
刻
、
ツ
ル
ガ
ニ
着
。
気
比
へ
参
詣
シ

テ
宿
カ
ル
。
唐
人
ガ
橋
、
大
和
や
久
兵
ヘ
。
食
過
テ
金
ケ

崎
ヘ
至
ル
。
山
上
迠
廿
四
五
丁
。
夕
ニ
帰
。
カ
ウ
ノ
ヘ
ノ

船
カ
リ
テ
、
色
浜
ヘ
趣
。
戌
刻
、
出
船
。
夜
半
ニ
色
へ
着
。

塩
焼
男
導
テ
本
隆
寺
ヘ
行
テ
宿
。

10
日
連
ノ
御
影
堂
ヲ
見
ル
。巳
刻
、便
船
有
テ
、上
宮
趣
、二
リ
。

コ
レ
ヨ
リ
ツ
ル
ガ
ヘ
モ
二
リ
。
ナ
ン
所
。
帰
ニ
西
福
寺
ヘ

寄
、見
ル
。
申
の
中
刻
、ツ
ル
ガ
へ
帰
ル
。
夜
前
、出
船
前
、

出
雲
や
弥
市
良
へ
尋
。
隣
也
。
金
子
壱
両
、
翁
へ
可
渡
之

旨
申
頼
、
預
置
也
。

11
天
や
五
良
右
衛
門
尋
テ
、
翁
ヘ
手
紙
認
、
預
置
。
…
…
巳

ノ
上
刻
、
ツ
ル
ガ
立
。
…
…
申
ノ
中
刻
、
木
ノ
本
へ
着
。

12
木
ノ
下
ヲ
立
。
午
ノ
尅
、
長
浜
ニ
至
ル
。
便
船
シ
テ
、
彦

根
ニ
至
ル
。
城
下
ヲ
過
テ
平
田
ニ
行
。
鳥
本
ニ
趣
テ
宿
ス
。

13
多
賀
ヘ
参
詣
、
鳥
本
ヨ
リ
弐
里
戻
ル
。
帰
テ
、
摺
針
ヲ
越
、

関
ヶ
原
ニ
至
テ
宿
。

14
関
ヶ
原
ヲ
立
。
野
上
ノ
宿
過
テ
、
南
宮
ニ
至
テ
拝
ス
。
不

破
修
理
ヲ
尋
テ
別
龍
霊
社
ヘ
詣
。大
垣
ニ
至
ル
。如
行
ヲ
尋
、

留
主
。
息
、
止
テ
宿
ス
。

15
辰
ノ
中
尅
、
出
船
。
申
ノ
下
尅
、
大
智
院
ニ
着
。
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16
其
夜
ヨ
リ
薬
用
。

九
３
辰
ノ
尅
、立
。
乍
行
春
老
へ
寄
、及
夕
、大
垣
ニ
着
。
此
夜
、

木
因
ニ
会
。

６
辰
尅
出
船
、
木
因
、
馳
走
。
越
人
、
船
場
迠
送
ル
。
如
行
、

今
一
人
、
三
リ
送
ル
。
餞
別
有
。

お
く
の
ほ
そ
道

月
日

本
文
対
比
内
容

三
27
弥
生
も
末
の
七
日
、
…
…
千
じ
ゅ
と
云
所
に
て
船
を
あ
が

れ
ば
…
…

30
卅
日
、日
光
山
の
麓
に
泊
る
。
あ
る
じ
の
云
け
る
や
う
、「
我

名
を
仏
五
左
衛
門
と
云
。
万
正
直
を
旨
と
す
る
故
に
、
人

か
く
は
申
侍
ま
ゝ
…
…
」

　

※　

芭
蕉
は
こ
の
人
物
に
、
仏
教
の
思
想
、
和
光
同
塵
（
仏
が
俗

世
界
に
、
仮
の
姿
を
見
せ
る
）・
論
語
の
「
剛
毅
木
訥
の
仁
に
近

し
」
の
思
想
を
当
て
て
い
る
。

16
農
夫
の
家
に
一
夜
を
か
り
て
、
明あ
く

れ
ば
又
野
中
を
行ゆ
く

。
そ

こ
に
野
飼
の
馬
あ
り
。
草
刈
お
の
こ
に
な
げ
き
よ
れ
ば
、

野
夫
と
い
へ
ど
も
さ
す
が
に
情
し
ら
ぬ
に
は
非
ず
、「
い

か
ゞ
す
べ
き
や
、
さ
れ
ど
も
此
野
は
縦
横
に
わ
か
れ
て
、

う
ゐ
〳
〵
敷
旅
人
の
道
ふ
み
た
が
え
ん
あ
や
し
う
侍
れ
ば

此
馬
の
と
ゞ
ま
る
所
に
て
馬
を
返
し
給
へ
」
と
か
し
侍
ぬ
。

ち
い
さ
き
者
ふ
た
り
馬
の
跡
し
た
ひ
て
は
し
る
。
独ひ
と
り

は
小

姫
に
て
名
を
か
さ
ね
と
云い
ふ

。
聞き
き

な
れ
ぬ
名
の
や
さ
し
か
り
け

れ
ば

　

か
さ
ね
と
は
八
重
撫
子
の
名
成な
る

べ
し　

曽
良　

頓や
が

て
人

里
に
至
れ
ば
、
あ
た
ひ
を
鞍
つ
ぼ
に
結ゆ
ひ

付つ
け

て
馬
を
返
し
ぬ
。

七
12
今
日
は
親
し
ら
ず
・
子
し
ら
ず
・
犬
も
ど
り
・
駒
返
し
な

ど
云い
ふ

北
国
一
の
難
所
を
越
て
つ
か
れ
侍
れ
ば
、
枕
引
よ
せ

て
寝い
ね

た
る
に
、
一
間
隔へ
だ
て

て
面お
も
て

の
方
に
、
若
き
女
の
声
二
人

斗ば
か
り

と
き
こ
ゆ
。
年
老
た
る
お
の
こ
の
声
も
交ま
じ
り

て
物
語
す
る

を
き
け
ば
、
越
後
の
国
新
潟
と
云
所
の
遊
女
成な
り

し
。
伊
勢

参
宮
す
る
と
て
、
此
関
ま
で
お
の
こ
送
り
て
あ
す
は
古
郷

に
か
へ
す
文
し
た
ゝ
め
て
、
は
か
な
き
言こ
と

伝づ
て

な
ど
し
や
る

也
。
白
浪
の
よ
す
る
汀
に
身
を
は
ふ
ら
か
し
、
あ
ま
の
こ

の
世
を
あ
さ
ま
し
う
下
り
て
、
定
め
な
き
契ち
ぎ
り

、
日
〻
の
業

因
い
か
に
つ
た
な
し
と
、
物
云い
ふ

を
き
く
〳
〵
寝
入
て
、
あ

し
た
旅た
び

立だ
つ

に
我
〳
〵
に
む
か
ひ
て
、「
行ゆ
く

衛ゑ

し
ら
ぬ
旅
路
の

う
さ
、
あ
ま
り
覚お
ぼ

束つ
か

な
う
悲
し
く
侍
れ
ば
、
見
え
が
く
れ

に
も
御お
ん

跡あ
と

を
し
た
ひ
侍は
べ
ら

ん
、
衣
の
上
の
御お
ん

情な
さ
け

に
大だ
い

慈じ

の
め

ぐ
み
を
た
れ
て
結け
ち

縁え
ん

せ
さ
せ
給
へ
」
と
泪な
み
だ

を
落
す
。「
不ふ

便び
ん

の
事
に
は
侍
れ
ど
も
、
我
〳
〵
は
所
々
に
て
と
ゞ
ま
る
方

お
ほ
し
。
只た
だ

人
の
行ゆ
く

に
ま
か
せ
て
行ゆ
く

く
べ
し
。
神し
ん

明め
い

の
加

護
か
な
ら
ず
恙つ
つ
が
な
か
る
べ
し
」
と
云い
ひ

捨す
て

て
出い
で

つ
ゝ
、
哀
さ

し
ば
ら
く
や
ま
ざ
り
け
ら
し
。

　

一
家
に
遊
女
も
ね
た
り
萩
と
月

曽
良
に
か
た
れ
ば
書
と
ゞ
め
侍
る
。
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八
５
曽
良
は
腹
を
病
て
、
伊
勢
の
国
長
嶋
と
云い
ふ

所
に
ゆ
か
り
あ

れ
ば
、
先さ
き

立だ
ち

て
行ゆ
く

に
、

　

行ゆ
き

〳
〵
て
た
ふ
れ
伏
と
も
萩
の
原　

曽
良　

と
書か
き

置お
き

た

り
。
行ゆ
く

も
の
ゝ
悲
し
み
、
残の
こ
る

も
の
ゝ
う
ら
み
、
隻せ
き

鳧ふ

の
わ

か
れ
て
雲
に
ま
よ
ふ
が
ご
と
し
。
予
も
又
、

　

今
日
よ
り
や
書
付
消
さ
ん
笠
の
露

大
聖
持
の
城
外
、
全
昌
寺
と
い
ふ
寺
に
と
ま
る
。

　
※　

お
く
の
ほ
そ
道
に
は
、
芭
蕉
は
八
月
五
日
か
ら
八
月
七
日
に

か
け
て
、
那
谷
寺
参
詣
・
永
平
寺
参
詣
を
行
っ
た
事
が
記
さ
れ
、

七
日
に
全
昌
寺
に
宿
泊
し
た
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
お
く

の
ほ
そ
道
と
、
曽
良
随
行
日
記
と
で
は
、
山
中
宿
泊
と
那
谷
寺

参
詣
の
旅
行
順
序
が
逆
に
な
っ
て
い
る
。
お
く
の
ほ
そ
道
「
那

谷
寺
→
山
中
」
曽
良
随
行
日
記
「
山
中
→
那
谷
寺
」

８
全
昌
寺
出
立
。
丸
岡
着
、
宿
。

９
丸
岡
出
立
。
天
龍
寺
着
、
宿
。

10
天
龍
寺
滞
留
。

11
天
龍
寺
出
立
。
福
井
着
、
等
栽
宅
訪
問
。

12
福
井
滞
留
。

13
福
井
出
立
。
今
庄
着
、
宿
。

14
今
庄
出
立
。
敦
賀
着
、
宿
。
気
比
神
宮
夜
参
。

15
敦
賀
滞
留
。
夜
、
雨
。（
中
秋
名
月
）

16
種い
ろ

の
浜
、
本
隆
寺
参
詣
。

17
木
之
本
宿
。（
推
定
）

18
春す
い

照し
ょ
う

宿
。（
推
定
）

19
関
ヶ
原
着
。（
推
定
）

21
大
垣
着
。

九
６
大
垣
出
船
。

四
、
敦
賀
・
種
の
浜
に
お
け
る
松
尾
芭
蕉
の
詠
句

　

お
く
の
ほ
そ
道
旅
行
最
終
段
階
に
差
し
掛
っ
た
元
禄
二
年

（
１
６
８
９
）
八
月
十
四
日
、
松
尾
芭
蕉
は
気
比
松
原
の
名
月
を
観

賞
す
べ
く
、
越
前
国
敦
賀
に
立
ち
寄
っ
た
。「
鴬
の
関
を
過す
ぎ

て
湯
尾

峠
を
越こ
ゆ

れ
ば
、
燧ひ
う
ち

が
城じ
か
う

、
か
へ
る
や
ま
に
初
鴈
を
聞き
き

て
、
十
四
日
の

夕
ぐ
れ
つ
る
が
の
津
に
宿
を
も
と
む
。
そ
の
夜
、月
殊こ
と
に

晴は
れ

た
り
。」と
、

越
前
の
十
五
夜
の
前
夜
の
情
景
を
観
賞
し
、
明
日
の
十
五
夜
の
情
景

に
期
待
を
寄
せ
て
、
芭
蕉
は
「
あ
す
の
夜
も
か
く
あ
る
べ
き
に
や
」

と
宿
の
主
人
に
語
っ
た
と
こ
ろ
、
宿
の
主
人
は
「
越
路
の
習
ひ
、
猶

明
夜
の
陰
晴
は
か
り
が
た
し
」
と
、
一
抹
の
不
安
を
芭
蕉
に
覗
か
せ

て
、
宿
の
主
人
は
気
比
神
宮
の
夜
参
を
芭
蕉
に
勧
め
る
。
神
宮
境
内

は
、「
社
頭
神
さ
び
て
、
松
の
木き

の
間あ
ひ

に
月
の
も
り
入い
り

た
る
、
お
ま

へ
の
白は
く

砂さ

霜
を
敷し
け

る
が
ご
と
し
。」
で
、
遊
行
上
人
の
大
願
発
起
の

伝
説
も
聞
い
て
、
芭
蕉
は
「
月
清
し
遊
行
の
も
て
る
砂
の
上
」
の
句

を
吟
じ
た
。

　

翌
十
五
日
は
亭
主
の
詞こ
と
ば

に
た
が
わ
ず
雨
が
降
り
、
名
月
観
賞
を
楽

し
ん
で
い
た
芭
蕉
の
期
待
は
完
全
に
裏
切
ら
れ
て
、「
名
月
や
北
国

日
和
定さ
だ
め

な
き
」
の
句
を
詠
ん
で
残
念
が
っ
た
。
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
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名
月
の
句
を
残
す
事
も
、
ま
た
風
雅
の
一
つ
で
あ
る
と
、
芭
蕉
が
心

得
て
い
た
事
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

十
六
日
は
前
夜
と
異
な
っ
て
空
は
晴
れ
、
芭
蕉
は
ま
す
ほ
の
小
貝

を
拾
い
、
西
行
法
師
の
歌
枕
を
尋
ね
る
べ
く
、
種い
ろ

の
浜
に
向
か
っ
て

そ
の
浜
の
寂
し
さ
に
感
動
し
た
。「
寂
し
さ
や
須す

磨ま

に
か
ち
た
る
浜

の
秋
」
と
芭
蕉
は
句
を
詠
じ
、「
浪
の
間
や
小
貝
に
ま
じ
る
萩
の
塵
」

と
、
浜
辺
に
散
ら
ば
る
ま
す
ほ
の
小
貝
の
美
し
さ
に
も
感
動
し
た
。

ま
す
ほ
の
小
貝
と
は
、
一
セ
ン
チ
に
も
満
た
な
い
小
さ
な
薄
桃
色
の

二
枚
貝
で
あ
る
。
芭
蕉
が
句
に
詠
ん
だ
よ
う
に
、
萩
の
花
と
見
紛
う

美
し
い
色
の
貝
で
あ
る
。

　

松
尾
芭
蕉
が
お
く
の
ほ
そ
道
旅
行
で
詠
ん
だ
敦
賀
・
種
の
浜
の

句
は
、
こ
の
四
句
だ
け
だ
と
心
得
て
い
た
が
、
昭
和
三
十
四
年

（
１
９
５
９
）
大
垣
市
内
の
安
田
錦
石
氏
よ
り
、
大
垣
市
立
図
書
館

に
、
荊
口
句
帖
の
写
本
が
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
の
荊
口
句
帖
と
は
、
松

尾
芭
蕉
の
門
人
で
あ
り
、
大
垣
藩
士
・
大
垣
の
俳
人
で
あ
る
宮
崎
荊

口
と
、
そ
の
息
子
で
あ
る
宮
崎
此し

筋き
ん

・
岡
田
千せ
ん

川せ
ん

・
秋
山
文
鳥
を
中

心
と
し
た
発
句
・
連
句
の
書
留
で
、
巻
頭
に
あ
る
路
通
の
「
芭
蕉
翁

月
一
夜
十
五
句
序
」
に
よ
り
、
お
く
の
ほ
そ
道
の
旅
で
芭
蕉
が
大
垣

に
到
着
し
た
日
が
八
月
二
十
一
日
で
あ
っ
た
事
が
判
明
、
更
に
お
く

の
ほ
そ
道
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
福
井
か
ら
敦
賀
ま
で
の
芭
蕉
の

詠
句
の
存
在
も
判
明
し
た
。
お
く
の
ほ
そ
道
未
収
録
の
句
は
、
宮
崎

荊
口
宅
で
お
く
の
ほ
そ
道
旅
行
後
句
会
が
開
催
さ
れ
、
芭
蕉
も
出
席

し
て
そ
の
句
会
で
詠
ま
れ
た
か
、
お
く
の
ほ
そ
道
旅
行
中
の
芭
蕉
の

詠
句
と
し
て
披
露
さ
れ
た
か
の
何
れ
か
で
あ
ろ
う
。
後
に
芭
蕉
の
句

十
五
句
（
荊
口
句
帳
写
本
に
は
、「
い
ま
一
句
き
れ
て
見
え
ず
」
と

記
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
は
十
四
句
収
録
）
が
ま
と
め
ら
れ
て
荊
口

句
帳
に
収
録
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
松
尾
芭
蕉
は
お
く
の
ほ
そ
道
旅

行
中
等
栽
を
尋
ね
る
べ
く
福
井
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
が
、
お
く
の
ほ

そ
道
に
は
福
井
で
の
詠
句
、あ
る
い
は
福
井
訪
問
に
関
す
る
詠
句
は
、

一
句
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
詠
句
も
含
め
て
の
「
芭
蕉
翁
月

一
夜
十
五
句
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

福
井
洞
栽
子
を
さ
そ
ふ

　
　
　

名
月
の
見
所
問と
は

ん
旅
寝
せ
む

　
　
　
　
　

阿
曽
武
津
の
橋

　
　
　

あ
さ
む
づ
を
月
見
の
旅
の
明あ
け

離は
な
れ

　
　
　
　
　

玉
江

　
　
　

月
見
せ
よ
玉
江
の
芦
を
か
ら
ぬ
先

　
　
　
　
　

ひ
な
が
嶽

　
　

※
あ
す
の
月
雨
占
な
ハ
ん
ひ
な
が
嶽

　
　
　
　
　

木
の
目
峠
い
も
の
神
也
と
札
有

　
　
　

月
に
名
を
つ
ゝ
ミ
兼か
ね

て
や
い
も
の
神

　
　
　
　
　

燧ひ
う
ち

が
城

　
　
　

義
仲
の
寝
覚
の
山
か
月
か
な
し

　
　
　
　
　

越
の
中
山

　
　

※
中
山
や
越
路
も
月
ハ
ま
た
命
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気
比
の
海

　
　

※
国
〴
〵
の
八
景
更
に
気
比
の
月

　
　
　
　
　

同
明
神

　
　

○
月
清
し
遊
行
の
も
て
る
砂
の
上

　
　
　
　
　

種い
ろ

の
浜

　
　
　

衣
着
て
小
貝
拾
ハ
ん
い
ろ
の
月

　
　
　
　
　

金
が
崎
雨

　
　
　

月
い
づ
く
鐘
ハ
沈
め
る
海
の
底

　
　
　
　
　

は
ま

　
　

※
月
の
ミ
か
雨
に
相
撲
も
な
か
り
け
り

　
　
　
　
　

ミ
な
と

　
　

※
ふ
る
き
名
の
角
鹿
や
恋
し
秋
の
月

　
　
　
　
　

う
ミ

　
　

○
名
月
や
北
国
日
和
定
な
き

　
　
　
　
　

い
ま
一
句
き
れ
て
見
え
ず

　

荊
口
句
帖
収
録
句
十
四
句
の
う
ち
○
印
二
句
は
、
お
く
の
ほ
そ
道

に
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
※
印
五
句
は
何
れ
の
句
集
に
も
収
録
さ
れ

て
お
ら
ず
、
も
し
荊
口
句
帖
写
本
の
寄
贈
が
な
か
っ
た
ら
、
こ
の
五

句
の
存
在
を
我
々
は
知
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

芭
蕉
の
お
く
の
ほ
そ
道
旅
行
中
、
敦
賀
・
種
の
浜
詠
句
中
に
、
今

一
句
お
く
の
ほ
そ
道
に
も
、
荊
口
句
帖
に
も
収
録
さ
れ
て
い
な
い
詠

句
が
あ
る
。
そ
の
詠
句
は
薦こ
も

獅じ

子し

集し
ゅ
う（
撰
集
、巴
水
編
）や
泊
船
集（
芭

蕉
句
文
集
、風
国
編
）に
は「
い
ろ
の
浜
に
誘い
ざ

引な
は

れ
て
」と
題
さ
れ
て
、

「
小
萩
ち
れ
ま
す
ほ
の
小
貝
小
盃
」
と
詠
ま
れ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
句
は
宝
永
六
年
（
１
７
０
９
）
頃
、
伊
賀
上
野
の
俳
人
服
部
土

芳
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
芭
蕉
の
句
集
蕉
翁
句
集
草
稿
に
、「
こ
の

句
泊
船
集
に
有あ
り

。
細
道
に
“
浪
の
間
や
小
貝
に
交
る
萩
の
塵
”
と
云い
ふ

句
有あ
り

。
此こ
の

直
し
の
前
の
前
の
時
の
句
か
と
、引
句
と
す
」
と
あ
っ
て
、

そ
れ
に
よ
っ
て
こ
の
句
は
「
波
の
間
や
」
の
句
の
初
案
形
と
さ
れ
て

い
る
。

　

松
尾
芭
蕉
は
お
く
の
ほ
そ
道
種い
ろ

の
浜
の
文
章
に
、「
浜
は
わ
づ
か

な
る
海あ

士ま

の
小
家
に
て
、
侘
し
き
法
花
寺
あ
り
。
爰こ
こ

に
茶
を
飲の
み

み
酒

を
あ
た
ゝ
め
て
、
夕
ぐ
れ
の
さ
び
し
さ
感
に
堪た
へ

た
り
。」
と
白
楽
天

の「
林
間
に
酒
を
煖
め
て
紅
葉
を
焼た

く
。」の
詩
を
髣
髴
さ
せ
な
が
ら
、

「
寂
し
さ
や
須す

磨ま

に
か
ち
た
る
浜
の
秋
」
の
句
と
、「
浪
の
間
や
小
貝

に
ま
じ
る
萩
の
塵
」
の
二
句
を
添
え
、「
其
日
の
あ
ら
ま
し
等
栽
に

筆
を
と
ら
せ
て
寺
に
残
す
。」
と
、
種
の
浜
の
文
章
を
締
め
括
っ
た
。

等
栽
に
筆
を
と
ら
せ
た
文
章
と
は
、
左
記
の
文
章
で
、
現
在
で
も
種

の
浜
本
隆
寺
（
法
花
寺
）
に
、
等
（
洞
）
栽
が
認し
た
た

め
た
懐
紙
が
残
さ

れ
て
い
る
。

気
比
の
海
の
景
色
に
愛め

で
、
種
の
浜
に
移
り
て
ま
す
ほ
の
小
貝
と

よ
み
侍
り
し
は
、
西
上
人
の
形
見
な
り
け
ら
し
。
さ
れ
ば
所
の
小

童
ま
で
そ
の
名
を
伝
へ
て
汐
の
間
を
あ
さ
り
、
風
雅
の
人
の
心
を

慰
む
。
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下や
つ

官か
れ

年と
し

比ご
ろ

思
ひ
渡
り
し
に
、
此
度
武
江
芭
蕉
桃
青
巡
国
の
序つ
い
で

、
こ

の
浜
に
詣
で
侍
る
。
同
じ
舟
に
誘
は
れ
て
小
貝
を
拾
ひ
、
袂
に
包

み
、
盃
に
う
ち
入
れ
な
ど
し
て
、
彼
の
上
人
の
昔
を
も
て
は
や
す

事
に
な
む
。

　
　

越
前　

福
井　

洞
栽
書

　
　
　
　

小
萩
散
れ
ま
す
ほ
の
小
貝
小
盃　

桃
青

　
　
　

元
禄
二
年　

中
秋

　

西
上
人
と
は
西
行
法
師
の
事
、
種
の
浜
は
西
行
法
師
歌
枕
の
地
で

あ
る
。
西
行
法
師
は
こ
の
地
で
「
潮
染
む
る
ま
す
ほ
の
小
貝
拾
ふ
と

て
色
の
浜
と
は
言
ふ
に
や
あ
る
ら
ん
」（
山
家
集　

下
雑
一
一
九
四
）

と
詠
み
、
こ
の
歌
に
因
ん
で
松
尾
芭
蕉
が
、
こ
こ
種
の
浜
で
、「
小

萩
散
れ
ま
す
ほ
の
小
貝
小
盃
」
の
句
を
詠
じ
た
の
で
あ
る
。

　
五
、
敦
賀
・
大
垣
間
の
芭
蕉
・
曽
良
の
行
程

　

松
尾
芭
蕉
は
加
賀
国
山
中
で
の
河
合
曽
良
と
の
離
別
に
、「
曽
良

は
腹
を
病や
み

て
、
伊
勢
の
国
長
嶋
と
云い
ふ

ふ
所
に
ゆ
か
り
あ
れ
ば
、
先さ
き

立だ
ち

て
行ゆ
く

に
、『
行ゆ
き

々〳
〵

て
た
ふ
れ
伏ふ
す

と
も
萩
の
原　

曽
良
』
と
書
置
た
り
。

行ゆ
く

も
の
ゝ
悲
し
み
、
残の
こ
る

る
も
の
ゝ
う
ら
み
、
隻せ
き

鳧ふ

の
わ
か
れ
て
雲
に

ま
よ
ふ
が
ご
と
し
。
予
も
又
『
今
日
よ
り
や
書
付
消
さ
ん
笠
の
露
』」

と
お
く
の
ほ
そ
道
に
、
劇
的
・
感
情
的
に
記
述
し
て
い
る
が
、
曽
良

随
行
日
記
は
極
め
て
冷
静
に
、客
観
的
に「
五
日
朝
曇
。
昼
時
分
、翁
・

北
枝
、
那
谷
へ
趣
。
明
日
、
於
小
枩
ニ
、
生
駒
万
子
為
出
会
也
。
則

請
ジ
テ
帰
テ
、艮
刻
、立
。
大
正
侍
ニ
趣
。
全
昌
寺
へ
申
刻
着
、宿
。」

と
何
事
も
起
ら
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、
予
定
の
行
程
を
記
述
し
て

い
る
。
尤
も
猿
蓑
に
は
「
い
づ
く
に
か
た
ふ
れ
伏
共
萩
の
原
」
の
句

が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
七
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日
の
金
沢
で
の
随

行
日
記
に
は
薬
を
請
求
し
た
り
、
二
十
三
日
に
は
「
予
、
病
気
故
不

行
」
の
記
述
が
あ
っ
た
り
、
八
月
十
六
日
の
長
嶋
の
記
述
に
は
尋
ね

て
来
た
森
氏
と
病
躰
の
談
を
し
た
り
、「
其
夜
ヨ
リ
薬
用
」
と
記
し

て
あ
る
か
ら
、
曽
良
が
体
調
を
崩
し
て
い
た
事
は
事
実
で
あ
る
。

　

松
尾
芭
蕉
は
八
月
十
六
日
、種
の
浜
の
西
行
法
師
の
歌
枕
を
尋
ね
、

法
花
寺
（
本
隆
寺
）
に
そ
の
日
の
あ
ら
ま
し
を
等
栽
に
筆
を
取
ら
せ

て
懐
紙
を
残
さ
せ
た
後
は
、「
駒
に
助
け
ら
れ
て
大
垣
の
庄
に
入
る
」

間
の
事
は
、
お
く
の
ほ
そ
道
に
は
何
も
記
し
て
い
な
い
し
、
他
の
俳

文
等
に
も
そ
の
間
の
記
録
は
全
く
存
在
し
な
い
。
従
っ
て
推
定
で
は

あ
る
が
、八
月
十
七
日
は
木
之
本
（
滋
賀
県
伊
香
郡
木
之
本
町
）
に
、

十
八
日
は
春す
い

照し
ょ
う

（
滋
賀
県
坂
田
郡
伊
吹
町
）、十
九
日
は
関
ヶ
原
（
岐

阜
県
不
破
郡
関
ヶ
原
町
）
に
宿
泊
し
、
二
十
日
は
美
濃
国
赤
坂
の
金

生
山
明
星
輪
寺
に
参
詣
、「
鳩
の
声
身
に
入
み
わ
た
る
岩
戸
哉
」
の

句
を
詠
ん
で
、
大
垣
到
着
は
二
十
一
日
頃
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。

　

お
く
の
ほ
そ
道
旅
行
に
お
け
る
敦
賀
・
大
垣
間
の
芭
蕉
の
行
程
に

対
し
て
、
随
行
日
記
に
お
け
る
曽
良
の
行
程
は
、
非
常
に
正
確
・
几

帳
面
に
記
録
さ
れ
て
い
て
、
そ
れ
に
よ
る
と
曽
良
は
八
月
十
一
日
に
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敦
賀
を
出
立
し
、木
之
本
に
は
当
日
の
申
の
中
刻
頃
到
着
し
て
宿
泊
。

翌
八
月
十
二
日
に
木
之
本
を
出
立
し
て
、
午
の
刻
に
長
浜
に
到
着
、

船
便
で
彦
根
へ
。
平
田
経
由
鳥
本
に
到
着
し
て
宿
泊
。
八
月
十
三
日

は
多
賀
大
社
に
参
詣
し
、
関
ヶ
原
へ
。
翌
八
月
十
四
日
に
南
宮
大
社

に
参
詣
し
、
同
日
大
垣
に
到
着
し
て
い
る
。

　
「
腹
を
病や
み

て
」
先
立
っ
た
は
ず
の
河
合
曽
良
が
、
目
的
地
伊
勢
国

長
嶋
に
直
行
す
る
の
で
は
な
く
、
何
故
に
木
之
本
か
ら
近
江
路
に
向

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
近
江
路
に
は
、
米
原
付
近
に
西
行
法
師
の

歌
枕
が
あ
る
。
現
在
の
米
原
市
朝あ
さ

妻づ
ま

で
あ
る
。

　
　

お
ぼ
つ
か
な
伊
吹
颪お
ろ
し

の
風か
ざ

先さ
き

に

　
　

朝
妻
舟
は
会
ひ
や
し
ぬ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
家
集
中
雑
一
〇
〇
五
）

　
　

榑く
れ

舟ぶ
ね

よ
朝
妻
わ
た
り
今
朝
な
せ
そ

　
　

伊
吹
の
嶽
に
雪
風し

巻ま

く
め
り

　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
家
集
中
雑
一
〇
〇
六
）

　

勿
論
伊
吹
山
も
西
行
法
師
の
歌
枕
で
あ
る
。
彦
根
に
は
芭
蕉
の
知

人
も
お
り
、
犬
上
郡
鳥
籠
山
は
歌
枕
と
し
て
も
有
名
な
地
で
あ
る
。

更
に
琵
琶
湖
東
岸
南
部
に
な
る
が
、
西
行
法
師
の
歌
枕
と
し
て
野の

路じ

（
草
津
市
野
路
町
）・
野や

洲す

が
原
（
野
洲
郡
野
洲
町
）
が
あ
る
。
西
行

法
師
は
「
近あ
ふ

江み

路ぢ

や
野の

路ぢ

の
旅
人
い
そ
が
な
ん
野や

洲す

が
原は
ら

と
て
と
ほ

か
ら
ぬ
か
は
」（
山
家
集
中
雑
一
〇
〇
七
）
と
詠
ん
で
い
る
。

　

河
合
曽
良
が
近
江
路
に
向
か
っ
た
の
は
、
こ
れ
ら
西
行
法
師
の
歌

枕
の
下
見
で
あ
っ
た
り
、
芭
蕉
宿
泊
等
の
下
準
備
だ
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
芭
蕉
が
木
之
本
・
春
照
・
関
ヶ
原
経
由
大
垣
へ
の
行
程

を
、
敢
え
て
と
っ
て
い
た
と
し
た
ら
、
曽
良
の
近
江
路
下
見
的
行
程

は
無
駄
に
な
る
。
そ
れ
に
芭
蕉
が
敦
賀
か
ら
木
之
本
・
春
照
・
関
ヶ

原
経
由
、
大
垣
へ
の
行
程
を
と
っ
た
と
い
う
確
証
は
な
い
。
お
く
の

ほ
そ
道
文
末
の
種
の
浜
か
ら
大
垣
へ
の
直
行
的
表
現
に
よ
っ
て
、
時

間
的
・
距
離
的
に
推
測
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
曽
良
が
と
っ
た

敦
賀
・
木
之
本
・
近
江
路
・
関
ヶ
原
・
大
垣
の
行
程
と
、
芭
蕉
が
と
っ

た
と
思
わ
れ
る
推
測
行
程
、
即
ち
敦
賀
・
木
之
本
・
春
照
・
関
ヶ
原
・

大
垣
行
程
と
は
、時
間
的
・
日
程
的
に
は
大
差
は
な
い
。
曽
良
が
と
っ

た
行
程
は
、
芭
蕉
が
と
っ
た
と
思
わ
れ
る
推
測
行
程
よ
り
も
、
随
分

西
側
に
大
回
り
し
た
か
に
見
え
る
が
、
距
離
的
に
差
は
な
い
。

　

お
く
の
ほ
そ
道
旅
行
中
、
敦
賀
・
大
垣
間
に
お
い
て
、
文
章
は
お

ろ
か
芭
蕉
の
詠
句
が
一
句
も
見
ら
れ
な
い
事
に
つ
い
て
、
関
ヶ
原
は

日
本
史
を
変
え
る
大
き
な
事
件
の
舞
台
で
あ
る
が
、
壬
申
の
乱
は
千

年
以
上
以
前
の
乱
で
あ
り
、
芭
蕉
に
と
っ
て
は
あ
ま
り
に
も
遠
い
時

代
の
事
件
で
あ
っ
て
関
心
が
薄
く
、
ま
た
関
ヶ
原
の
合
戦
は
僅
か
百

年
に
も
満
た
な
い
時
代
の
事
件
で
あ
っ
て
、
あ
ま
り
に
も
生
々
し
過

ぎ
て
、
却
っ
て
句
作
に
な
ら
な
か
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
研
究
者
も

い
る
が
、
貞
享
元
年
（
１
６
８
４
）
に
行
わ
れ
た
野
ざ
ら
し
紀
行
の

旅
で
は
、
芭
蕉
は
常
磐
御
前
の
塚
を
訪
れ
て
、「
義
朝
の
心
に
似
た

り
秋
の
風
」
と
詠
み
、
源
朝
長
の
墓
前
で
は
「
苔
埋
む
蔦
の
う
つ
つ

の
念
仏
哉
」
と
詠
ん
で
い
て
、
芭
蕉
の
心
、
必
ず
し
も
そ
う
だ
と
は

言
い
切
れ
な
い
。
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六
、
お
く
の
ほ
そ
道
記
載
地
名

　

松
尾
芭
蕉
の
お
く
の
ほ
そ
道
旅
行
行
程
は
、
元
禄
二
年

（
１
６
８
９
）
三
月
二
十
七
日
江
戸
深
川
を
出
立
し
て
、
日
光
・
白

川
関
・
仙
台
・
松
島
・
平
泉
・
出
羽
三
山
・
象
潟
・
金
沢
・
敦
賀
と

巡
り
、
八
月
二
十
一
日
頃
大
垣
に
至
っ
て
い
る
。
そ
の
旅
行
日
数
は

約
六
箇
月
間
、
旅
行
距
離
数
は
約
六
百
里
、
松
尾
芭
蕉
最
大
の
大
旅

行
で
あ
る
。
当
然
松
尾
芭
蕉
は
多
く
の
場
所
に
立
ち
寄
り
、
多
く
の

地
名
を
本
文
中
に
記
録
し
た
。
そ
の
地
名
数
は
一
八
六
箇
所
、
お
く

の
ほ
そ
道
の
旅
行
は
、
東
北
・
北
陸
の
歌
枕
の
地
を
尋
ね
る
旅
行
で

も
あ
っ
た
の
で
、
記
載
さ
れ
て
い
る
地
名
の
中
の
四
十
三
箇
所
が
、

歌
枕
の
地
名
で
、
そ
の
百
分
率
は
二
三
・
一
％
に
及
ぶ
。

　

こ
の
お
く
の
ほ
そ
道
本
文
に
収
録
さ
れ
て
い
る
一
八
六
箇
所
の
地

名
は
、
お
く
の
ほ
そ
道
旅
行
範
囲
の
代
表
的
な
地
名
が
中
心
で
あ
っ

て
、
芭
蕉
と
曽
良
が
実
際
に
立
ち
寄
っ
た
箇
所
は
も
っ
と
多
く
、
事

実
曽
良
随
行
日
記
に
記
録
さ
れ
て
い
る
地
名
は
、
江
戸
深
川
か
ら
美

濃
国
大
垣
ま
で
の
実
際
の
立
ち
寄
り
箇
所
は
、四
一
三
箇
所
に
及
ぶ
。

そ
の
立
ち
寄
り
箇
所
数
は
、
お
く
の
ほ
そ
道
収
録
地
名
数
一
八
六
箇

所
の
約
二
・
二
倍
に
及
ぶ
。
当
然
一
日
の
う
ち
に
立
ち
寄
っ
た
箇
所

も
多
く
、
曽
良
随
行
日
記
に
よ
れ
ば
、
一
日
の
中
で
の
立
ち
寄
り
箇

所
数
十
箇
所
が
二
日
、
十
一
箇
所
・
十
二
箇
所
が
二
日
ず
つ
、
十
三

箇
所
が
五
日
、
十
四
箇
所
・
十
五
箇
所
が
一
日
ず
つ
、
十
八
箇
所
が

一
日
、
五
月
十
四
日
に
は
一
ノ
関
や
岩
出
山
等
に
立
ち
寄
る
の
で
あ

　

不
二
の
峰

　

上
野

　

谷や

中な
か

　

千
住

　

奥
羽

　

草
加

○
室
の
八
嶋

　

日
光
山

　

御お

山や
ま

　

二ふ
た
ら荒
山さ
ん

　

黒
髪
山

○
象
潟

　

裏
見
の
滝

　

那
須
黒
羽

　

那
須
篠
原

　

玉
藻
前
古
墳

　

那
須
八
幡
宮

　

修
験
光
明
寺

　

行
者
堂

　

雲
岸
寺

　

仏
頂
和
尚

　
　
　

山
居
跡

　

殺
生
石

　

芦
野
の
里

○
遊
行
柳

　

白
石

　

笠
島
の
郡

　

藤
中
将

　
　
　

実
方
塚

　

簑み
の

輪わ

　

形
見
の
薄す
す
き

　

岩
沼

○
武
隈

○
名
取
川

○
宮
城
野

　

仙
台

○
玉
田

○
横
野

○
榴
が
岡

○
木
の
下

○
松
島

　

塩
竈

○
壺
碑

　

市
川
村

　

多
賀
城

○
野
田
の
玉
川

○
沖
の
石

○
末
の
松
山

○
塩
竈
の
浦

○
籬ま
が
き

が
島

　

中
尊
寺
光
堂

　

南
部
道

○
岩い
わ

手で

の
里

○
美
豆
の
小
島

○
小
黒
崎

　

鳴
子
の
湯

　

尿
前
の
関

　

出
羽
の
国

　

大
山

　

封
人
の
家

　

最
上
の
庄

　

尾
花
沢

　

立
石
寺

○
最
上
川

　

陸
奥

　

山
形

　

碁
点

　

隼
は
や
ぶ
さ

　

板
敷
山

　

酒
田

　

白
糸
の
滝

　

仙
人
堂

　

羽
黒
山

　

南
谷
別
院

　

羽
黒
権
現

　

駒
返
し

　

新
潟

　

伊
勢

　

黒
部
四
十

　
　
　

八
ケ
瀬

○
那
古
浦

○
担
籠

○
有
磯
海

○
卯
の
花
山

　

倶
利
伽
羅
峠

　

金
沢

　

大
坂

　

小
松

　

太た

田だ

神
社

　

山
中
の
温い
で

泉ゆ

　

白
根
が
嶽

　
（
白
山
）

　

那
谷
寺

　

那
智

　

谷
汲

　

石
山
寺

　

伊
勢
国
長
嶋

　

大
聖
持

　

全
昌
寺

　

汐
越
の
松
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る
が
、
そ
の
日
に
は
、
一
日
で
二
十
箇
所
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
勿
論

時
間
と
距
離
・
天
候
等
の
問
題
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
ハ
ー
ド
・

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
成
人
歩
行
距
離
数
は
、
平
均

で
一
日
五
里
（
約
二
十
km
）
だ
と
言
わ
れ
、
街
道
の
宿
場
と
宿
場
の

間
隔
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ

れ
に
し
て
も
芭
蕉
と
曽
良
は
随
分
と
健
脚
の
持
ち
主
で
あ
り
、
随
分

多
く
の
箇
所
を
立
ち
回
っ
た
も
の
で
あ
る
。
天
候
状
態
の
悪
さ
、
激

し
い
降
雨
の
為
に
、一
日
中
あ
る
い
は
数
日
間
歩
け
な
い
日
も
あ
る
。

句
会
等
の
為
に
そ
の
地
に
一
日
中
、
あ
る
い
は
数
日
間
留と
ど

ま
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
お
く
の
ほ
そ
道
旅
行
の
三
月
二
十
七

日
か
ら
八
月
二
十
一
日
頃
は
、
太
陽
暦
で
表
す
と
、
五
月
十
六
日
か

ら
十
月
三
日
頃
に
相
当
す
る
。
太
陽
暦
六
月
中
旬
か
ら
七
月
下
旬
に

か
け
て
は
梅
雨
の
季
節
、
九
月
は
秋
の
長
雨
の
季
節
で
あ
っ
て
、
お

く
の
ほ
そ
道
旅
行
中
の
季
節
は
、
天
候
に
恵
ま
れ
た
季
節
で
あ
る
と

は
言
え
な
い
。
寧
ろ
天
候
不
順
の
季
節
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

七
、
お
く
の
ほ
そ
道
旅
行
中
の
気
象
状
況

　

松
尾
芭
蕉
と
河
合
曽
良
と
が
共
に
歩
い
た
江
戸
深
川
か
ら
加
賀
国

山
中
ま
で
の
お
く
の
ほ
そ
道
旅
行
日
数
は
一
四
四
日
間
、
そ
の
間
の

天
候
の
様
子
が
曽
良
随
行
日
記
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

○
白
川
の
関

○
阿
武
隈
川

○
会
津
根

　

岩
城

　

相
馬

　

三
春
の
庄

　

常
陸

　

下
野

　

影
沼

　

須
賀
川

　

檜ひ

皮は
だ

の
宿

○
安
積
山

　

二
本
松

○
黒
塚
の
岩
屋

　

福
嶋

　

月
の
輪
の
渡わ
た
し

　

瀬
の
上

　

飯
塚
の
里

　
　
　
　

鯖
野

　

丸
山

　

飯
塚

　

桑こ

折お
り

　

伊
達
の

　
　
　

大
木
戸

　

鐙あ
ぶ
み

摺ず
り

　

塩
竈
明
神

○
雄
島
の
磯

※
洞
庭
湖

※
西
湖

　

扶
桑

※
浙
江

　

瑞
岩
寺

○
姉
歯
の
松

○
緒
絶
の
橋

　

石
の
巻

　

金
花
山

　

袖
の
渡
り

○
尾
駮
の
牧

○
真
野
の
萱
原

　

戸
伊
摩

　

平
泉

　

金
鶏
山

　

高
館

　

北
上
川

　

南
部

　

衣
川

　

和
泉
が
城

○
衣
が
関

　

南
部
口

　

中
尊
寺
経
堂 　

月
山

　

湯
殿
山

　

鍛
冶
小
屋

　

鶴
が
岡

　

温あ
つ

海み

山や
ま

　

吹
浦

　

鳥
海
山

　

蜑あ
ま

の
苫と
ま

屋や

　

能
因
島

　

神
功
后
宮

　
　
　
　

御
墓

　

干
満
珠
寺

○
有
耶
無
耶
関

　

秋
田

　

汐
越

　

北
陸
道

　

加
賀
の
府

　

鼠
の
関

　

越
後

　

越
中
の
国

　

市
振
の
関

　

佐
渡

　

親
知
ら
ず

　

子
知
ら
ず

　

犬
戻
り

　

吉
崎
の
入
江

　

永
平
寺

　

天
龍
寺

　

福
井

　

比
那
が
嵩

○
浅あ
さ
む
づ
の
は
し

水
橋

○
玉
江
の
芦

　

鴬
の
関

　

湯
尾
峠

　

燧ひ
う
ち

が
城

○
帰か
へ
る

山や
ま

○
敦
賀
の
津

　

気
比
明
神

○
種
の
浜

　

法
花
寺

○
須
磨

　

美
濃
国

　

大
垣
の
庄

○
印
…
歌
枕

※
印
…
中
国
の
地
名
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快
晴　
　

四
二
日

雨
後
晴　
　

七
日

曇　
　
　

一
〇
日

晴
れ　
　

一
九
日

雨　
　
　

三
四
日

雷
雨　
　
　

一
日

晴
後
雨　
　

四
日

曇
後
雨　
　

一
日

無
記
録　

一
八
日

曇
後
晴　
　

三
日

時
々
雨　
　

五
日

　

雨
・
曇
り
・
雷
雨
等
の
日
数
が
六
十
五
日
、
旅
行
全
日
数
の

四
五
％
を
占
め
て
い
る
。
悪
い
気
象
条
件
の
も
と
で
、
お
く
の
ほ
そ

道
旅
行
は
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
旅
行
が
始
ま
っ
て
か
ら
間
も

な
く
、
四
月
十
八
日
、
那
須
湯
本
宿
泊
第
一
日
目
に
、
芭
蕉
達
は
地

震
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
曽
良
随
行
日
記
に
、「
十
八
日
卯
尅
地
震

す
。」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
現
代
で
言
え
ば
、
午
前
六
時
頃
、
起

床
の
時
間
滞
に
、
那
須
地
方
に
地
震
が
発
生
し
た
の
で
あ
る
。
震
度

は
わ
か
ら
な
い
が
、
寝
起
き
の
時
間
に
地
震
が
発
生
し
て
、
人
々
は

驚
き
慌
て
ふ
た
め
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
だ
が
松
尾
芭
蕉
は
そ

の
事
を
お
く
の
ほ
そ
道
に
記
録
し
て
い
な
い
。
地
震
の
被
害
が
出
な

け
れ
ば
、
芭
蕉
は
早
朝
に
起
き
た
地
震
よ
り
も
、
当
日
の
午
後
快
晴

の
天
候
の
も
と
、
農
夫
に
馬
を
借
り
て
、
那
須
の
高
原
を
走
ら
せ
た

事
の
方
が
、
記
録
に
値
し
た
の
で
あ
る
。
曽
良
は
随
行
日
記
に
、「
午

の
尅
、
高
久
角
左
衛
門
宿
ヲ
立
。
暫
有
テ
快
晴
ス
。
馬
壱
疋
、
松
子

村
迠
送
ル
」
と
記
し
て
い
る
。

　

松
尾
芭
蕉
は
数
多
く
旅
行
し
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
天

候
・
気
象
条
件
に
関
し
て
は
、
無
関
心
な
事
が
多
い
の
で
は
な
か
ろ

う
か
。
そ
れ
に
お
く
の
ほ
そ
道
は
紀
行
文
で
あ
る
と
は
言
え
、
文
章

内
容
に
関
し
て
も
、表
現
に
つ
い
て
も
か
な
り
虚
構
化
さ
れ
て
い
て
、

例
え
ば
お
く
の
ほ
そ
道
旅
行
が
始
ま
っ
た
頃
、
曽
良
は
随
行
日
記
に

「
廿
七
日
夜
、
カ
ス
カ
ベ
ニ
泊
ル
。」
と
の
み
記
し
、「
廿
八
日
、
マ
ゝ

ダ
ニ
泊
ル
。
カ
ス
カ
ベ
ヨ
リ
九
里
。
前
夜
ヨ
リ
雨
降
ル
。
辰
上
尅
止

ニ
依
テ
宿
出
。
間
モ
ナ
ク
降
ル
。」
と
記
載
し
て
あ
り
、
ど
う
も
天

候
不
順
の
中
を
出
発
し
た
感
じ
が
す
る
が
、
お
く
の
ほ
そ
道
冒
頭
部

分
で
は
、「
弥
生
も
末
の
七
日
、
明
ぼ
の
ゝ
空
朧
〻
と
し
て
、
月
は

在
明
に
て
」
と
、
出
発
に
相
応
し
い
天
候
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
五
月
十
五
日
頃
、
尿
前
の
関
で
封
人
の
家
を
見
掛
け
て
宿
泊
を
頼

み
、「
三
日
風
雨
あ
れ
て
よ
し
な
き
山
中
に
逗
留
す
。」
と
あ
る
が
、

曽
良
随
行
日
記
に
は
十
五
日
は
小
雨
、
十
六
日
は
堺
田
に
滞
留
し
大

雨
、
十
七
日
は
快
晴
で
堺
田
を
出
立
し
て
い
る
。
大
雨
は
堺
田
滞
留

の
十
六
日
だ
け
で
あ
る
。
お
く
の
ほ
そ
道
冒
頭
部
分
の
「
弥
生
も
末

の
七
日
、明
ぼ
の
ゝ
空
朧 

〻
と
し
て
」
は
、源
氏
物
語
帚
木
巻
の
「
月

は
有
明
に
て
光
を
さ
ま
れ
る
も
の
か
ら
、
か
げ
さ
や
か
に
見
え
て
な

か
な
か
を
か
し
き
あ
け
ぼ
の
な
り
」
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
り
、
芭

蕉
の
文
章
に
は
そ
れ
が
紀
行
文
で
あ
っ
て
も
、現
実
的
描
写
よ
り
も
、

浪
漫
的
叙
情
的
表
現
を
重
視
す
る
虚
構
性
が
目
立
つ
。

八
、
曽
良
随
行
日
記
の
役
割
り

　

松
尾
芭
蕉
は
お
く
の
ほ
そ
道
旅
行
の
随
行
者
に
、
当
初
は
古
典
や

仏
典
に
精
通
し
て
い
た
路
通
を
予
定
し
て
い
た
ら
し
い
。
と
こ
ろ
が

路
通
は
出
発
二
箇
月
前
に
な
っ
て
、
突
然
姿
を
晦
ま
し
て
江
戸
か
ら
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消
え
て
し
ま
っ
た
。
仕
方
な
く
そ
の
代
役
と
し
て
、
河
合
曽
良
が
選

ば
れ
た
ら
し
い
。

　

曽
良
は
几
帳
面
に
旅
行
行
程
を
記
録
し
、
日
付
・
天
候
・
旅
程
・

宿
泊
所
・
距
離
数
等
を
、
詳
細
に
記
録
し
て
行
っ
た
。
本
稿
冒
頭
に

記
し
た
如
く
、
こ
の
記
録
文
は
当
初
は
無
題
で
あ
っ
た
が
、
文
章
内

容
や
文
体
等
が
日
記
風
に
記
録
さ
れ
て
い
る
事
に
よ
っ
て
、
後
の
研

究
者
や
注
釈
者
達
に
よ
っ
て
、
随
行
日
記
や
旅
日
記
等
の
名
称
が
あ

て
が
わ
れ
た
。

　

お
く
の
ほ
そ
道
は
紀
行
文
だ
と
は
言
え
、
旅
行
そ
の
も
の
は
事
実

で
あ
っ
て
も
、
内
容
的
・
表
現
的
に
虚
構
性
が
強
く
、
お
く
の
ほ
そ

道
を
研
究
す
る
上
に
お
い
て
、
真
実
・
事
実
を
記
録
し
て
い
る
曽
良

随
行
日
記
は
、
非
常
に
大
き
な
役
割
り
を
果
た
し
て
い
る
。

　

芭
蕉
が
最
初
に
随
行
者
と
し
て
選
ん
で
い
た
路
通
だ
っ
た
ら
、
彼

の
不
確
実
性
・
軽
薄
な
性
格
故
、
彼
に
詩
的
才
能
・
芸
術
的
才
能
が

あ
っ
て
も
、
曽
良
の
よ
う
な
記
録
を
残
す
事
は
出
来
な
か
っ
た
で
あ

ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
河
合
曽
良
の
几
帳
面
さ
、
真
実
性
は
、
勿
論
芭
蕉
の

大
き
な
信
頼
を
得
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
河
合
曽
良
の
信
頼
性
は
芭

蕉
に
の
み
留と
ど

ま
る
の
で
は
な
く
、
後
に
幕
府
の
大
き
な
信
頼
を
得
る

事
と
な
り
、
曽
良
は
宝
永
六
年
（
１
７
０
９
）
幕
府
諸
国
巡
見
使
に

抜
擢
任
命
さ
れ
、
更
に
経
理
担
当
任
務
の
役
も
幕
府
よ
り
授
け
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

　

河
合
曽
良
が
お
く
の
ほ
そ
道
随
行
日
記
を
記
録
し
て
い
た
事
に

つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
噂
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
昭
和
十
四
年

（
１
９
３
９
）、
曽
良
自
筆
の
原
本
が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

は
お
く
の
ほ
そ
道
素
龍
清
書
本
完
成
、即
ち
元
禄
七
年
（
１
６
９
４
）

四
月
の
二
四
五
年
後
に
当
た
る
。
そ
の
自
筆
原
本
の
蓋
然
性
の
高
い

事
か
ら
、
そ
の
原
本
は
そ
の
後
の
お
く
の
ほ
そ
道
研
究
に
大
き
く
貢

献
し
、今
日
の
お
く
の
ほ
そ
道
研
究
に
至
っ
て
い
る
。
原
本
は
現
在
、

天
理
大
学
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
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